



“Learning to Write at Home for M in the 1st grade of Elementry School:



















①かつうらへりょうこうに（55 号・56 号　1995 年 5 月 1 日）
②ほいくえんの思いで（57 号・58 号　1995 年 6 月 11 日）
③りょっかせんたー（59 号　1995 年 6 月 12 日）





⑥うんどうかいのれんしゅう（64 号　1995 年 10 月 29 日）
⑦ピアノのはっぴょうかい（64 号）
⑧うんどうかい（65 号・66 号　1995 年 10 月 30 日）
⑨おべんとう（67 号　1995 年 11 月 29 日）
⑩どんぐり（67 号　1995 年 11 月 29 日）
⑪秋のえんそく（68 号　1995 年 12 月 28 日）
⑫なわとび（69 号　1996 年 1 月 15 日）
⑬くも（69 号　1996 年 1 月 15 日）
⑭だんごむし（70 号　1996 年 2 月 29 日）









































学習者M（女児）は、1988 年 7 月 3 日に次女として生まれた。1989 年 4 月、9カ月で保育園
に入り、1995 年 4 月に小学校に入学、2001 年 3 月に卒業した *5。
1992 年 8 月 18 日に家族新聞「あじさいしんぶん」（特別号　1993 年 2 月から「あじさいしん
 小学校1学年児Mの家庭における書くことの学習 19
ぶんⅡ」に変更）を創刊し、4年生の 1998 年 8 月 19 日に 100 号を発行している。それらは集
成されて冊子『あじさい新聞Ⅱ』（B4判　1998 年 9 月　イシダ測機）として刊行された。また、
Mは、6年間の読書の記録をカードに残している。小学校 3年時に応募した、創作「めだまや
き」で 1998 年 5 月 17 日、宝塚ファミリーランド・デンマークチボリガーデン提携記念第 16 回
童話コンクールにおいて、デンマーク・チボリ賞を受賞している *6。
2　1学年時の家庭におけるMの学び―主体的学びの様態―
Mは、1学年の 1年間で「あじさいしんぶんⅡ」を、53 号から 70 号まで計 18 号を発行した。
また、作成した読書カードによれば、1年間に延べ 108 冊の本を読んだことが記録されている。
1年生の 6月には、青（せい・あお）、美（み・び）、星（せい・ほし）、金（きん・かね）、玉
（ぎょく・たま）などの 35 字の漢字表を作成し、読み方を書いている *7。6 月 26 日には、家族
で百人一首のカルタとりを行い、「いまは、かるたが、いちばんたのしいし、いちばんおもしろ







読んで」と題して 400 字詰め原稿用紙 3枚に感想文を書いている。11 月 12 日には、日記帳を
買い、その日から、日記帳のページの終わる、翌年（1996 年）7月 26 日まで、毎日、題名を付
























1　「ほいくえんの思いで」（57・58号　1995 年 6月 11日）













































んの思いで」は、実際には 5月 29 日以前に書かれたものであろう *16。「あじさいしんぶん」で































2　「うんどうかいのれんしゅう」（64号　1995 年 10月 29日）
2 学期に書かれた、「うんどうかいのれんしゅう」は、原稿用紙を使い 1枚半に書いている。




















































3　どんぐり（67号　1995 年 11月 29日）
同じく 2学期に書かれた「どんぐり」（下段）を考察する。これは、「あじさいしんぶんⅡ」














































































5　だんごむし（70号　1996 年 2月 29日）
同じく 3学期に書かれた、「だんごむし」は、原稿用紙 2枚に書かれている。学校では、1995
年 10 月 11 日から単元「よく　見て」が始まり、教材「見た　ことを　かく」を学習している。
そこでは、いつ、どこで、なにが　どんな色で、なにをしていたか、見てどんなことを思った
かという、書くための視点を学んでいる。学習者Mは、授業では「にわとり」について書き、
教師による添削がなされている *18。関連したものとしては、日記帳に「クモ」（11 月 27 日）、「す











































































*1 野地潤家『国語教育―個体史―』（1956 年 3 月　光風出版　21 頁）
*2 渡辺春美「国語学習個体史―小学校一学年時におけるMの読むことの学習を中心に―」（『沖縄国際大
学日本語日本文学研究』第 8巻 2号　2004 年 3 月　沖縄国際大学日本語日本文学会　51―118 頁）
*3 蒲池美鶴『新版　わたしは小学生』（1978 年 6 月　青葉図書）を対象とした先行研究における文章分析
の観点を、有冨洋『児童の文章表現力の発達に関する研究』（2008 年 11 月　溪水社）が整理している。
*4 渡辺春美「国語学習個体史の研究―2学年時の学習者Mの『書くこと』を中心に―」（『京都ノートル
ダム女子大学研究紀要』49 号　2019 年 3 月　47 頁参照）、渡辺春美「学習者Cの就学前期『書くこと』
の実態―国語学習個体史の研究―」（『語文と教育』33 号　2019 年 9 月　鳴門教育大学国語教育学会　
11 頁参照）
*5 M を対象とした国語学習個体史研究に、渡辺春美「国語学習個体史の研究―2学年時の学習者Mの
『書くこと』を中心に―」（『京都ノートルダム女子大学研究紀要』49 号　2019 年 3 月　京都ノートル
ダム女子大学　45-57 頁）他 5編がある。
*6 M著「たまごやき」は、『宝塚ファミリーランド・デンマークチボリガーデン提携記念第 16 回童話コ
ンクール受賞作品集　日本アンデルセン協会選　ごみレストラン』（1999 年 3 月　阪急電鉄株式会社）
に収載されている。
*7 「あじさいしんぶんⅡ」58 号（1995 年 6 月 11 日）
*8 「あじさいしんぶんⅡ」60 号（1995 年 7 月 21 日　参照）
*9 前沢明監修・文著 藤井博司画『慣用句なんてこわくない ! : まんがで攻略』（1992 年 11 月　実業之日
 小学校1学年児Mの家庭における書くことの学習 29
本社）、前沢明監修・文 藤井博司画『四字熟語なんてこわくない！：まんがで攻略』（1991 年 5 月　実
業之日本社）
*10 「あじさいしんぶんⅡ」（61 号　1995 年 7 月 31 日）
*11 日記帳は、ハードカバー、B6判で、1日 1頁、罫線によって区切られた 18 行からなり、日付は自分で
書き込む形式である。
*12 「あじさいしんぶんⅡ」（70 号　1996 年 2 月 29 日）




浜本純逸・編集担当者　松崎正治・青山哲也『国語教育の理論と実践　両輪』第 42 号　2004 年 10 月　
早稲田大学教育学部　浜本研究室内両輪の会　402 頁）
*16 「ほいくえんの思いで」は、おそらく 4月に書かれたものと考える。次に書かれた「りょっかせんたー」






学日本語日本文学研究』第 8巻 2号　2004 年 3 月　沖縄国際大学日本語日本文学会　51―118 頁　参
照）
*19 「生きもののかんさつ」は、9cm× 13cmの白紙で作成され、表紙・裏表紙の他、14 頁に絵入りで書か
れ、パンチで穴を空けてひもで綴じている。1996 年 5 月 24 日～ 6月 1日、9月 16 ～ 10 月 2 日、12 月
23 日の間で日をおいて書かれている。青虫・こおろぎ・小鳥（ひよどり・めじろ・しじゅうから）の
観察が記録されている。

